
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

③新紙幣発行1周年記念＆深谷市誕生20周年記念
『渋沢栄一のふるさと深谷をめぐる』なぞとき＆スタンプラリー
　『渋沢栄一のふるさと深谷』で渋沢栄一関連史跡をめぐりながら、なぞときの答えを見つけ、スタンプ
を集めたかたに、記念品を贈呈します。
とき　6月26日㈭～7月13日㈰
スタンプ設置場所　旧渋沢邸『中

な か

の
ん

家
ち

』（血洗島247-1）、渋沢栄一記念館（下手計1204）、尾高惇忠生家（下手計236）

渋沢栄一翁が1万円札の顔となってから1年

新紙幣発行1周年記念イベントを開催します！
問い合わせ　①②渋沢栄一政策推進課（う577‐5061）、③渋沢栄一記念館（う587‐1100）

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金
（
3
万
円
、

こ
ど
も
加
算
）
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

問
い
合
わ
せ　
深
谷
市
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
１
‐
１
２
１
１ 

内
線
７
０
２
８
）

　
市
で
は
、国
の
物
価
高
騰
対
策
に
伴
い
、

対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
、
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。通
知
が
届
き
、

申
請
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
期
限
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
基
準
日
（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

に
お
い
て
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世

帯
全
員
の
令
和
6
年
度
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
（
世
帯
全
員
が
、

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
世
帯
な
ど
は
支
給
対
象

外
）

給
付
金
の
支
給
額　
１
世
帯
当
た
り
3

万
円
（
支
給
対
象
世
帯
に
18
歳
以
下
の

こ
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
１
人
当
た
り

２
万
円
を
加
算
）

注
意
事
項　
令
和
6
年
1
月
2
日
以
降

に
深
谷
市
に
転
入
し
た
世
帯
、
世
帯
構

成
に
変
更
が
あ
っ
た
世
帯
な
ど
は
、
支

給
対
象
で
あ
っ
て
も
通
知
さ
れ
ず
、
申

請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
６
月
30
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

受
付
窓
口　
給
付
金
特
設
窓
口
（
市
役

所
本
庁
舎
東
側
総
合
案
内
付
近
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
・
市
民
税
課
で
取
り
扱
う
証
明
は

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）・ 

市
民
税
課（
う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
市

民
課
・
市
民
税
課
で
取
り
扱
う
住
民
票

な
ど
の
各
種
証
明
書
が
簡
単
に
取
得
で

き
る
、『
コ
ン
ビ
ニ
交
付
』
を
ぜ
ひ
ご

取得できる証明書一覧

証明書種類
コンビニ交付

年末年始を除く毎日 午前6時
30分～午後11時

本庁舎・総合支所
平日 午前8時30分～午後5時15分
※本庁舎のみ木曜日は午後7時15分まで

住民票の写し 〇 150円 〇 200円

住民票記載事項証明書 〇 150円 〇 200円

戸籍全部（個人）事項証明書 〇 400円 〇 450円

戸籍の附票の写し 〇 150円 〇 200円

印鑑登録証明書 〇 150円 〇 200円

課税（所得）証明書 〇 150円 〇 200円

非課税証明書 × - 〇 200円

納税証明書 〇 150円 〇 200円

市税に滞納がないことの証明
書、評価証明書、公課証明書、名
寄帳の閲覧、無資産証明書など

× - 〇 200円

（〇＝取り扱いあり、×＝取り扱いなし）

コンビニ交付は、窓口での交付よりも
手数料が50円安くなります

お譲りください！安全で安心な太陽光発電余剰電力（方法は2種類）

プラン A プラン B
ふかや e パワーが余
剰電力を買い取りま
す。
買 取 価 格 8.6 円 ／
kWh（税込、消費税
率 10％）

ふかや e パワーと電
力の供給契約を締結
します。
買 取 価 格 8.8 円 ／
kWh（税込、消費税
率 10％）

②寄附（お礼の品『ネギー』が受け取れます）
ふっかちゃんでんきに直接電気を寄附することで、その電気は深谷市の公共
施設で使われます。電力寄附に際してお礼の品『ネギー』が受け取れます。
１kWhあたり9.0negi（年４回に分けて付与）
※negi（ネギー）は、深谷市内1,000店舗以上で使える地域通貨です（1negi＝1円相当）。

あふかやeパワー㈱　担当：紺
こ ん

野
の

（ う５７８ ‐ ８２１７）　
※『ふっかちゃんでんき』は深谷市も出資する地域に根差した電力会社です。

①固定価格での買取

▲ホームページ

新
紙
幣
発
行

新
紙
幣
発
行
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周
年
周
年
!!①ビアフェス～ 1周年を S

サ ケ

AKE B
ビ

eer T
タ イ

onight ～
　渋沢栄一翁の肖像が描かれた新1万円札発行1周年を記念し、ビールや
地酒で乾杯し、盛大にお祝いしましょう！
とき　7月2日㈬午後4時～9時　
ところ　深谷城址公園（本住町17）
内容　渋沢栄一翁が関わったビールメーカーのビールや深谷の地酒の販売、
市内飲食店・キッチンカーの出店、1周年記念セレモニー、1万個を圧倒的
に超える数のシャボン玉が夜空に舞う『ナイトバブルショー』、こども縁日、
記念デザインのリユースカップ販売、深谷市親善大使委嘱式　など ▲令和6年7月3日に行われたビアフェスの様子

 

　深谷市公式LINEでは、
イベントや健康、子育て、
防災に関する情報などを
随時発信しています。

深谷市公式L
ラ イ ン

INE
友だち募集中！
あ秘書課（う574‐6631）

カテゴリを選んで欲しい情報だけを受信
▪イベント
▪防災・防犯
▪子育て・教育
▪健康・福祉・介護
▪税金・保険・年金
▪環境・衛生
▪文化・芸術・スポーツ

▪農業・商工業
▪移住・定住
▪ふるさと納税
▪観光
▪地域通貨ネギー
▪その他行政情報

メニューから市の情報に簡単アクセス
　深谷市公式LINE
のトーク画面下部
のメニューボタン
から、必要な情報
に簡単にアクセス
できます。 ▲メニューボタンの一例

友だち登録の方法
右記QRコードを読み取りまた
は、LINEの『友だち追加』か
らID『@fukayacity』を検索

②お札
さ つ

サミット in ふかや
　全国の紙幣ゆかりの企業・団体が一堂に会し、意見交換や連携を深めるお札サミットを開催します。
とき　7月3日㈭午後0時～4時　ところ　埼玉グランドホテル深谷（西島町1丁目1-13）
内容　サミット宣言、記念日登録の発表、若い番号などのお札のお披露目、シンポジウム『渋沢栄
一と紙幣』。紙幣に関する企画展（市役所本庁舎多目的ホール）　など
申し込み　お札サミットのイベントへの申し込みなど詳しくは、市ホームページをご覧ください。 ▲市ホームページ

　　　　　　農業王国ふかやマルシェ・お札ゆかりの地物産展
　『おさつ』にちなみ、サツマイモを使ったグルメや深谷産農畜産物、全国のお札ゆかりの地の特産物が大
集合！※農業王国ふかやマルシェについては農業振興課（う577-3298）へ
とき　7月3日㈭午前10時～午後1時30分　ところ　市役所本庁舎西側ピロティ、レンガコリドー
内容　深谷産農畜産物やグルメ、全国のお札ゆかりの地の特産物の販売　など

 連動企画！
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

栄一翁みらい宣言栄一翁みらい宣言

『立
り っ

志
し

（夢・こころざし）』と『忠
ちゅう

如
じ ょ

（まごころ・思いやり）』の思いを  今、あらためてことばに。

深谷市長

小島　進

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
か
ら
合
計

８
４
４
点
、
２
３
４
・
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
食

品
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付

さ
れ
た
食
品
は
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
生
活
困
窮
者
や
こ
ど
も
食
堂

な
ど
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
て

の
市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
食
品
ロ
ス
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
食
に
困
っ
て
い
る

方
々
を
み
ん
な
で
一
緒
に
支
え
る
『
共
助

の
心
』
を
養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
市
で
は
、
㈱
セ
ブ
ンｰ

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
お
よ
び
N
P
O
法
人
イ
エ

ロ
ー
ハ
ー
ツ
と
『
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施

に
関
す
る
合
意
書
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
合
意
書
の
締
結
に
よ
り
、
市
内
の
セ

ブ
ンｰ

イ
レ
ブ
ン
の
一
部
店
舗
で
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
を
実
施
し
、
N
P
O
法
人
イ
エ
ロ
ー

ハ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
こ
ど
も

食
堂
な
ど
の
団
体
が
、
寄
付
さ
れ
た
食
品

を
回
収
し
、
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
届

け
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
と
食
料
支
援
と
い
う
２
つ
の
社
会
的
な

課
題
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
で

す
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
一
歩
に

な
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

皆
さ
ん
は
、『
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
』
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と

は
、
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持

ち
寄
り
、
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
届
け

る
活
動
で
す
。

　

現
在
、
日
本
国
内
で
は
、
年
間
約

４
７
２
万
ト
ン
（
令
和
４
年
度
推
計
）
の

食
品
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

家
庭
ご
と
に
換
算
す
る
と
、
年
間
１
人
当

た
り
３８
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
相
当
し
、
毎
日

１
０
３
グ
ラ
ム
（
お
に
ぎ
り
約
１
個
分
）

の
食
べ
物
を
捨
て
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
へ
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
６
年
１１
月
に
、
フ
ー
ド

　私は渋沢栄一の生き方から主に二つのことを学び
ました。一つは現状を客観的に見る力、二つは失敗を
恐れず挑戦する精神です。
　私は勉強やスポーツなど一つのことに集中すると、
周りを見失ってしまい、もっと大事なことをおろそかに
してしまいます。しかし栄一は、当時の日本に足りない
ものを正確に見極め必要なものを実際に会社を建て
るなどして行動することで、人々の助けになっていまし
た。私もこの生き方を見習い、現状を正確に把握でき
る人、そして失敗を恐れず自信をもって行動できる人
になれるように今後の人生を歩みたい。

東京成徳大学深谷高校2年（現3年）　黒
く ろ

田
だ

　倖
こ う

世
せ い

 さん

なりたい自分へ
高校生　立志の部
最優秀賞

　現在高校二年生の私の周りには、当たり前のようで
当たり前ではないことがたくさんある。例えば、お腹
いっぱいご飯が食ベられること、学ベること、好きなこ
とに没頭できること、平和であることなど。全て挙げた
らキリが無い程の当たり前に私たちは支えられてい
る。
　しかし、この当たり前が存在しない人や、突然奪わ
れてしまう人がいる。今、自分が生きていて、自由に好
きなことに没頭できる、こんなに幸せなことは無いと思
う。なので、この幸せの輪をどこまでも広げていけるよ
うに全てのことに感謝し、他が為にと生きていきたい。

東京成徳大学深谷高校2年（現3年）　本
ほ ん

多
だ

　蒼
そ う

汰
た

 さん

当たり前に感謝
高校生　忠恕の部
最優秀賞

深
谷
市
消
防
団
役
員
紹
介

問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
０
０
）

　
深
谷
市
消
防
団
は
『
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
郷
土

愛
の
下
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生

し
た
時
に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
お

よ
び
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
、
保
険
料

納
付
実
績
な
ど
を
記
載
し
た
『
ね
ん
き

ん
定
期
便
』
を
毎
年
誕
生
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
。『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』
が

届
い
た
際
に
は
、
加
入
記
録
・
記
載
内

容
を
確
認
し
、訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
、

『
年
金
加
入
記
録
回
答
票
』
ま
た
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

て
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
記
載
内
容
】

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
・
納
付

済
月
数
な
ど
）、
②
加
入
実
績
に
応
じ

た
年
金
見
込
額
、
③
年
金
保
険
料
納
付

額
、
④
直
近
１
年
分
の
月
別
保
険
料
納

付
状
況（
３５
・
４５
・
５９
歳
の
か
た
に
は
、

全
て
の
期
間
の
納
付
状
況
）

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

う
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
（
０

５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る

場
合
は
う
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４

４)

令
和
７
年
度　

国
民
年
金
額

　
令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
額
（
基
礎

年
金
）
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

老齢基礎年金（満額） 69歳以下のかた 831,700円
70歳以上のかた 829,300円

障害基礎年金

69歳以下のかた （1級）�1,039,625円
（2級）� 831,700円

70歳以上のかた （1級）�1,036,625円
（2級）� 829,300円

遺族基礎年金（子１人）
69歳以下のかた 1,071,000円
70歳以上のかた 1,068,600円

　　　　　　（基本）
69歳以下のかた � 831,700円
70歳以上のかた � 829,300円

　　　　　　（加算） 239,300円
老齢福祉年金 424,900円

　
公
的
年
金
制
度
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
年
金
の
実
質
価
値
を
守
る
た
め
、
物

価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
も
改
定
さ

れ
ま
す
。
年
金
額
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
熊
谷
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
う
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
、０
５
０
で
始
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
う
０
３

‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）
へ

誕
生
月
に『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』を

送
付
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

深谷市消防団役員の皆さん
写真前列左から　小

こ

林
ばやし

岡部支団長、中
なか

原
はら

川本支団長、野
の

辺
べ

花園支団長、堀
ほり

江
え

副団長、
富
とみ

田
た

団長、島
しま

田
だ

副団長、高
たか

橋
はし

深谷南支団長、柿
かき

木
ぎ

深谷北支団長

中央列左から　浅
あさ

見
み

女性分団長、髙
たか

木
ぎ

第1分団長、髙
たか

塒
とや

第2分団長、久
く

保
ぼ

田
た

第3分団長、
堀
ほり

口
ぐち

第4分団長、渋
しぶ

澤
さわ

第5分団長、持
もち

田
だ

第6分団長、橋
はし

本
もと

第7分団長、大
おお

澤
さわ

第8分団長、
竹
たけ

内
うち

第9分団長、西
にし

田
だ

第10分団長、福
ふく

地
ち

第11分団長、河
かわ

田
た

第12分団長

後列左から　鎌
かま

田
だ

第13分団長、今
いま

井
い

第14分団長、根
ね

岸
ぎし

第15分団長、南
なん

部
ぶ

第16分団長、
島
しま

田
だ

第17分団長、小
こ

嶋
じま

第18分団長、田
た

中
なか

第19分団長、冨
とみ

田
た

第20分団長、市
いち

川
かわ

第21
分団長、富

とみ

田
た

第22分団長、宮
みや

尾
お

第23分団長、関
せき

根
ね

第24分団長、野
の

辺
べ

第25分団長
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